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一般会計補正予算（第4号）賛成多数で可決
4億3,3 4 9万円を増額して6 6億1,8 0 8万5千円に
　平成２５年第４回議会定例会が１２月１１日から１８日までの８日間の会期で開催され
ました。
　本会議では緊急地震対策に関する新規条例の制定や、一般会計ほか５つの特別
会計補正予算を含む８つの議案が町長から提案され、全議案を可決しました。

１２月
定例会

補
正
予
算

◎
平
成
２５
年
度
川
根
本
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）…

賛
成
多
数
で
可
決

補
正
後
の
額

66
億
１
８
０
８
万
５
千
円

（
４
億
３
３
４
９
万
円
の

増
額
）

　

役
場
本
庁
舎
修
繕
、
縁※

１

故
債
に
係
る
繰※
２

上
償
還
の

た
め
の
基
金
積
立
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

電
子
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務

委
託
料
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
登
録
関
係
事
業
、

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
に
伴
う
南
部
地
域
の
伝

搬
調
査
業
務
委
託
料
な
ど
、

各
種
事
業
に
係
る
補
正
予

算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。 

　

中
で
も
本
補
正
予
算
案

に
計
上
さ
れ
た
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
の
調
査
設

計
業
務
委
託
（
４
４
９
４ 

万
円
）
に
つ
い
て
は
、
全

員
協
議
会
な
ど
で
も
様
々

な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
11
日
の
本
会
議
で

は
、
町
長
か
ら
本
事
業
に

対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
鈴
木
議
員
の

反
対
討
論
に
対
し
小
籔
議

員
が
賛
成
討
論
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
２５
年
度
川
根
本
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

…
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
額

10
億
７
０
７
万
円（
３
６ 

９
６
万
４
千
円
の
増
額
）

　

今
年
度
上
半
期
の
医
療

費
の
状
況
を
考
慮
し
、
下

半
期
の
一
般
被
保
険
者
及

び
退
職
被
保
険
者
等
の
療

養
給
付
費
等
を
補
正
す
る

も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

人
事
異
動
に
伴
う
職
員
人

件
費
の
補
正
等
が
主
な
内

容
で
す
。

◎
平
成
２５
年
度
川
根
本
町

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

…
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
額

11
億
３
１
７
１
万
円
（
93 

万
３
千
円
の
減
額
）

　

人
事
異
動
に
伴
う
職
員

人
件
費
の
補
正
と
、
国
庫

支
出
金
等
へ
の
返
還
が
主

な
も
の
で
す
。

◎
平
成
２５
年
度
川
根
本
町

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

…
賛
成
多
数
で
可
決

補
正
後
の
額

２
億
９
７
６
３
万
４
千
円

（
３
３
３
万
４
千
円
の
増

額
）

　

テ
レ
メ
ー
タ
ー
回
線
・

一般会計補正予算（第４号）
　

６
億
６
千
万
円
の
剰
余
金
の
計
上
残

５
億
３
３
１
０
万
円
が
、
町
民
の
要
望
に
応

え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
町
内
業
者
に

も
落
ち
ず
、
借
金
前
払
い
や
基
金
積
み
立
て

に
消
え
る
。　

　

一
昨
年
大
混
乱
し
て
破
綻
し
た
情
報
通
信

再
整
備
の
調
査
設
計
委
託
料
４
千
４
９
４
万

円
も
、
内
容
の
説
明
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

正
規
職
員
を
臨
時
に
替
え
る
格
差
拡
大
や
、

防
霜
フ
ァ
ン
更
新
の
１
千
６
０
０
万
円
減
額

も
、
重
複
２
地
区
と
予
定
１
地
区
以
外
、
３

割
負
担
が
重
く
希
望
者
が
な
い
た
め
。
基
幹

産
業
の
茶
を
ど
う
守
る
か
が
問
わ
れ
る
。
町

民
不
在
の
補
正
予
算
に
反
対
。

 

（
鈴
木
多
津
枝
議
員
）

こ
こ
が
反
対

　

主
な
内
容
は
、
借
入
金
返
済
の
積
立
金
、

子
育
て
支
援
新
制
度
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
料
、

定
期
予
防
接
種
個
別
接
種
委
託
料
、
森
林
整

備
委
託
料
等
で
す
。
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
調
査
設
計
委
託
料
は
、
後
年
度
計
画
と
し

て
い
た
同
報
デ
ジ
タ
ル
化
を
早
め
、
一
つ
の

事
業
と
し
て
実
施
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

通
信
基
盤
整
備
の
予
算
執
行
に
当
た
っ
て

は
、
て
い
ね
い
な
説
明
を
繰
り
返
し
行
い
、

ま
た
前
回
の
経
過
を
検
証
・
検
討
し
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
強

く
思
い
ま
す
。 

（
小
籔
侃
一
郎
議
員
）

こ
こ
が
賛
成

12月定例会本会議の様子
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携
帯
電
話
使
用
料
及
び
消

費
税
の
増
額
、
施
設
修
繕

費
の
増
額
等
が
主
な
も
の

で
す
。

◎
平
成
２５
年
度
川
根
本
町

温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

…
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
額

３
０
８
６
万
４
千
円
（
26 

万
４
千
円
の
増
額
）

　

人
事
異
動
に
伴
う
職
員

人
件
費
の
増
額
補
正
で
す
。

◎
平
成
２５
年
度
川
根
本
町

い
や
し
の
里
診
療
所
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）…

全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
額

５
７
５
７
万
７
千
円
（
１ 

７
８
万
５
千
円
の
増
額
）

　

定
期
予
防
接
種
に
必
要

な
ワ
ク
チ
ン
の
購
入
、
備

品
購
入
に
よ
る
増
額
補
正

で
す
。

条
例
関
係

◎
川
根
本
町
緊
急
地
震
対

策
事
業
基
金
条
例
の
制
定

…
全
員
賛
成

　

地
震
対
策
事
業
に
関
す

る
県
の
財
政
支
援
が
「
第

４
次
地
震
被
害
想
定
」
の

公
表
を
受
け
て
、
補
助
金

か
ら
交
付
金
に
代
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
交
付
金
を
、

今
後
３
年
間
計
画
的
に
町

の
地
震
対
策
事
業
に
充
て

て
い
く
た
め
の
基
金
条
例

の
制
定
で
す
。

　

定
例
会
初
日
（
11
日
）

に
町
長
か
ら
提
案
理
由
の

説
明
を
受
け
た
後
、
第
１

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

12
日
に
、
更
に
詳
し
い
説

明
や
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
可
決
。

　

定
例
会
最
終
日
（
18

日
）
に
鈴
木
委
員
長
か
ら

委
員
会
で
の
審
査
報
告
が

行
わ
れ
、
全
員
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

そ

の

他

◎
静
岡
県
市
町
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

…
全
員
賛
成
で
可
決

　

構
成
団
体
の
変
更
に
よ

る
も
の
で
す
。

用
語
解
説

※
１　
縁え
ん
故こ

債さ
い

　

指
定
金
融
機
関
な
ど
町

と
取
引
関
係
が
あ
る
銀
行

等
の
金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
た
資
金

※
２　
繰く

り
上あ
げ

償し
ょ
う
還か
ん

　

返
済
期
限
が
来
る
前
に

借
り
入
れ
た
資
金
の
一
部

又
は
全
部
を
返
済
す
る
こ

と

主な委託業務内容

　町内居住地域をカバーす
る、高速無線と光ファイバ
によるネットワークの調
査・設計をします。

　公共施設間を結ぶ光ファ
イバネットワークの調査・
設計をします。

　現在の同報無線の維持は
困難、新たな防災システム
の導入を調査・設計します。

川根本町における情報基盤整備について
　一般会計補正予算が可決され、これから町は新たな高度情報基盤整備を進める方針です。町長から
出された主な内容や今後のスケジュールは下記のとおりです。昨年末から開催されている「町政懇談
会」では、本事業に関する説明も行われています。町の将来につながるとても大切な事業です。ぜひ
多くの町民の皆様にご参加いただき、活発な質問・意見をお寄せください。

今後のスケジュール 平成２５年１２月 平成２6年１月 ２月

運営できる事業者の公募

調査・設計業務委託契約

町政懇談会での説明

提案書の公募

企画提案方式により事業者選考、委託契約の締結

町政懇談会においての事業説

第1常任委員会
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問

答

◎絆の町一つの町へ現職復帰の思いを伺う
◎役場職員の地区担当支援制度の提案
◎町内立地事業所、企業の定期的懇談会を
◎町営サッカー場を人工芝総合運動公園化

○人づくり、魅力づくり、活力づくりで町をつくる
○職員の研修や向上資質を地域に還元して対応する
○当町立地企業と懇談の場を設け継続的な輪を作る
○運動公園のデザインや規模を決め財政検討が必要

質
問 

町
政
を
離
れ
て
八

年
間
、
町
を
一
つ
に
す
る

責
任
が
あ
る
と
表
現
し
た

思
い
を
伺
う
。

町
長 

基
本
的
理
念
は
人

づ
く
り
で
あ
る
。
地
域
の

文
化
、
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
光
を
当
て
て
、
誇
り

と
自
信
に
満
ち
た
人
を
育

て
る
事
が
一
つ
で
す
。
二

番
目
は
、
知
識
と
技
と
誇

り
を
持
つ
人
は
地
域
の
魅

力
と
な
り
、
実
践
が
地
域

の
風
景
を
美
し
く
磨
き
、

も
て
な
し
の
心
を
う
み
だ

す
。
三
番
目
は
そ
の
様
な

事
が
活
力
づ
く
り
に
な
り
、

地
域
の
人
や
も
て
な
し
の

魅
力
が
人
を
呼
び
込
み
、

情
報
や
物
が
交
流
し
、
ら

せ
ん
状
に
地
域
づ
く
り
が

高
ま
っ
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
一
つ
の
目
標
を
定
め

れ
ば
ま
と
ま
る
地
域
だ
と

考
え
て
い
る
。

質
問 

役
場
職
員
の
地
区

担
当
支
援
制
度
に
つ
い
て
、

地
区
の
手
助
け
の
面
だ
け

で
な
く
、
住
民
が
何
を
感

じ
、
願
っ
て
い
る
か
を
謙

虚
に
理
解
す
る
職
員
自
身

の
研
修
、
研
鑽
の
場
と
し

て
も
有
効
で
す
。
一
緒
に

汗
を
流
し
意
見
を
聞
く
こ

と
で
補
助
も
で
き
る
と
思

う
。
職
員
の
理
解
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
伺
う
。

町
長 

同
感
で
す
。
こ
の

事
は
職
員
訓
示
や
課
長
会

で
も
た
び
た
び
言
っ
て
い

る
。
地
元
の
行
事
、
自
治

活
動
や
お
祭
り
等
、
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
に

言
っ
た
。
例
え
ば
、
病
院

と
同
じ
よ
う
に
職
員
が
お

年
寄
り
の
そ
ば
に
接
触
、

近
く
に
い
る
だ
け
で
安
心

す
る
場
面
も
あ
る
。
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
し
て

ほ
し
い
。
町
民
の
皆
さ
ん

と
多
く
接
触
し
て
対
応
す

る
よ
う
に
常
々
言
っ
て
い

る
。
仕
事
が
増
え
る
と
い

う
戸
惑
い
は
職
員
に
は
な

い
と
確
信
し
て
い
る
。
制

度
の
検
討
は
少
し
時
間
を

頂
き
対
応
し
た
い
。

質
問 

本
町
立
地
企
業
に

は
町
民
の
雇
用
、
収
入
確

保
、
自
社
企
業
業
務
以
外

に
地
域
活
動
等
で
大
き
く

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
青

部
バ
イ
パ
ス
・
上
長
尾
・

高
郷
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完

成
を
願
う
声
は
大
で
あ
り

ま
す
。
問
題
山
積
の
中
で

企
業
業
績
の
発
展
と
行
政

の
輪
づ
く
り
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長 

商
工
業
者
に
と
っ

て
依
然
厳
し
い
状
況
下
に

有
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
こ
の
状
況
下
こ
の
地

で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る

こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
、

あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
地
区
懇
談
会
を
実

施
し
ま
す
が
、
同
様
に
、

商
工
業
者
の
方
た
ち
、
町

内
の
企
業
の
代
表
者
と
懇

談
会
を
設
け
る
。
又
、
企

業
に
一
人
で
も
多
く
使
っ

て
頂
け
る
よ
う
な
こ
と
も

行
政
か
ら
も
お
願
い
し
な

け
れ
ば
と
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
継
続
的
な

輪
を
つ
く
っ
て
町
づ
く
り

が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問 

人
づ
く
り
、
魅
力

づ
く
り
、
活
力
づ
く
り
、

活
動
の
場
づ
く
り
、
あ
る

い
は
、
教
育
の
場
づ
く
り

の
一
つ
に
町
営
サ
ッ
カ
ー

場
を
人
工
芝
生
化
し
て
、

総
合
運
動
公
園
的
活
用
を

提
案
し
ま
す
。
大
学
・
高

校
の
合
宿
、
ス
ポ
ー
ツ
観

光
等
、
ま
た
徳
山
地
区
内

の
砂
粉
じ
ん
対
策
や
救
急

ヘ
リ
の
利
便
性
向
上
等
、

生
活
環
境
整
備
の
改
善
に

も
な
る
と
考
え
る
が
、
伺

う
。

町
長 

平
成
12
年
度
か
ら

町
営
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
、

川
根
高
校
、
地
元
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
愛
好
会
等
、
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
、
多
目
的

な
利
用
と
活
用
が
出
来
る

小籔 侃一郎 議員

唯
一
の
場
所
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
財
政
な
ど
と

も
相
談
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

教
育
長 

総
合
運
動
公
園

案
に
つ
い
て
、
デ
ザ
イ
ン

が
決
ま
れ
ば
、
例
え
ば
芝

生
化
も
考
え
た
い
。
町
の

財
政
も
考
え
な
が
ら
、
規

模
と
金
額
等
を
勘
案
し
、

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

町営サッカー場（徳山区）
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問

答

質
問 

避
難
場
所
の
見
直

し
に
つ
い
て
。
水
川
地
区

の
指
定
避
難
場
所
は
中
川

根
中
で
距
離
が
あ
り
、
途

中
危
険
個
所
が
多
数
あ
る
。

地
区
内
に
避
難
場
所
を
確

保
で
き
な
い
か
。
大
規
模

災
害
時
に
、
夜
間
に
お
け

る
防
災
対
策
は
万
全
か
。

町
長 

大
雨
な
ど
で
避
難

す
る
時
間
が
一
時
的
な
場

合
は
集
会
所
を
指
定
使
用

す
る
。
大
規
模
地
震
等
で

は
、
長
期
間
避
難
生
活
が

必
要
の
場
合
は
、
二
次
避

難
所
（
町
内
九
箇
所
）
へ

安
全
に
移
動
で
き
る
状
況

に
な
っ
た
ら
移
動
す
る
。

災
害
の
形
態
に
応
じ
た
一

時
避
難
場
所
の
再
検
討
も

考
え
て
い
る
。
災
害
の
種

類
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
安

全
な
避
難
所
に
移
動
す
る

よ
う
臨
機
応
変
な
対
応
も

必
要
に
な
る
。
夜
間
対
策

は
台
風
等
あ
ら
か
じ
め
時

間
的
予
測
が
で
き
る
災
害

は
空
振
り
に
な
る
こ
と
を

恐
れ
ず
、
明
る
い
時
間
帯

に
避
難
準
備
情
報
の
発
表

や
避
難
勧
告
の
発
令
が
必

要
。

質
問 

町
の
将
来
の
展
望

の
中
で
、
町
民
が
こ
こ
に

住
み
続
け
て
い
く
為
に
、

情
報
通
信
整
備
事
業
の
運

用
・
活
用
を
伺
う
。

町
長 

現
在
運
用
の
同
報

無
線
は
部
品
供
給
停
止
で

修
理
で
き
な
い
。
戸
別
受

信
機
や
老
朽
化
し
た
設
備

な
ど
、
現
在
の
同
報
無
線

を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
の

は
困
難
。
そ
の
為
高
速
無

線
を
採
用
し
光
フ
ァ
イ
バ

と
併
用
す
る
新
た
な
高
度

情
報
基
盤
を
整
備
し
、
同

報
無
線
の
機
能
を
確
保
。

高
速
無
線
の
採
用
構
築
等

に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の

結
果
が
良
好
で
あ
れ
ば
、

早
期
に
実
現
で
き
る
環
境

が
整
い
次
第
早
め
に
町
民

に
説
明
し
た
い
。
今
回
は

最
低
限
の
基
盤
整
備
を
医

療
、
福
祉
の
分
野
で
活
用

し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支

援
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

質
問 

農
家
と
消
費
者
を

つ
な
げ
る
川
根
農
産
物
直

送
便
運
行
に
当
た
り
、
ソ

フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
で
町

が
支
援
、
指
導
等
す
る
考

え
が
あ
る
か
。

町
長 

会
の
活
動
と
し
て

は
、
Ｊ
Ａ
大
井
川
「
ま
ん

さ
い
か
ん
」
を
主
な
出
荷

先
と
し
、
こ
の
地
域
の
農

産
品
の
出
荷
体
制
を
確
立

す
る
。
こ
の
事
業
を
継
続

的
に
実
施
し
て
い
く
為
に
、

行
政
・
Ｊ
Ａ
・
事
業
者
で

あ
る
協
議
会
が
、
今
ま
で

以
上
に
連
携
を
密
に
し
て
、

売
れ
る
も
の
作
り
の
為
に

パ
イ
プ
役
と
な
る
取
り
組

み
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
協
力
実
施
し
行
動
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
、
町

も
引
き
続
き
茶
の
補
完
作

物
の
導
入
や
農
林
業
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
た
試
験
圃

場
整
備
な
ど
に
取
り
組
み

た
い
。

質
問 

農
業
振
興
と
現
実

問
題
に
つ
い
て
。
茶
業
低

迷
の
中
、
高
齢
化
に
よ
る

農
地
の
維
持
管
理
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
が
、
集
落

を
含
め
た
対
策
に
対
す
る

町
の
考
え
は
。

町
長 

集
団
で
の
営
農
へ

の
取
り
組
み
が
重
要
だ
と

考
え
る
。
そ
の
為
町
で
は

茶
園
を
共
同
等
に
よ
る
国

県
に
よ
る
各
事
業
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
集
落
及

び
農
地
保
全
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
る
。
事
業
は

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止

や
農
地
と
し
て
の
再
生
、

茶
園
の
維
持
保
全
、
集
落

機
能
の
維
持
等
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。
国
や
県

に
対
し
事
業
の
継
続
、
拡

大
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

◎避難場所の見直しについて
◎情報通信整備事業の運用・活用を伺う
◎農産物直送便の運行を行政が支える考えは
◎農業振興と集落維持の現実の課題対策は

○災害の種類にもよるが、早めの避難対応が必要
○町民が夢を持って生活できる環境に整備が不可欠
○売れるもの作りのためにパイプ役として取り組む
○茶園の維持保全・集落機能の為、あらゆる事業検討

野口　直次 議員

町
内
の
農
産
物
を
市
場
へ
運
ぶ

「
川
根
農
産
物
直
送
便
」
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問

答

◎情報通信基盤整備事業の再構
◎町内小中学校の今後について

○情報の格差はあってはならない。最低限の基盤整備はしな
ければならない
○キャリア教育指導計画、教育環境の変化を踏まえその中で
課題に取り組む方向性を集約する

質
問…

情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
を
再
構
築
す
る
町

長
の
決
意
は
？

町
長�

こ
の
町
に
合
っ
た

高
速
の
通
信
網
は
ど
う
し

た
ら
で
き
る
の
か
、
ま
た

制
度
設
計
は
可
能
な
の
か

と
い
う
調
査
設
計
に
着
手

す
る
。
県
下
一
高
齢
化
率

の
高
い
町
、
そ
の
多
く
の

高
齢
者
を
支
え
て
い
る
若

い
世
代
が
必
要
と
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
当
然
整
備

し
て
い
く
責
任
が
行
政
に

あ
る
。

　

今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
、
調
査
結
果
の
概
要

を
早
い
時
期
に
皆
様
に
お

知
ら
せ
を
し
次
の
段
階
へ

進
み
た
い
。

質
問…

こ
の
事
業
を
進
め

て
い
く
上
で
の
財
源
、
将

来
の
負
担
比
率
へ
の
影
響

は
？

町
長�

全
体
の
事
業
を
15 

億
円
と
し
た
場
合
、
国
と

県
の
補
助
金
６
億
５
千
万

円
、
残
り
の
金
額
８
億
５ 

千
万
円
は
有
利
な
起
債
の

合
併
特
例
債
８
億
円
を
借

り
財
源
と
し
て
、
残
り
の

５
千
万
円
は
地
域
振
興
基

金
の
活
用
を
考
え
る
。

総
務
課
長�

将
来
負
担
比

率
に
つ
い
て
は
24
年
度
に

お
い
て
は
、
将
来
負
担
額

78
億
５
千
７
百
万
円
、
充

当
可
能
財
源
85
億
６
千
７ 

百
万
円
で
将
来
負
担
比
率

は
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
一
時

的
に
将
来
負
担
比
率
が
プ

ラ
ス
に
な
る
事
は
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
判
断
基
準

に
届
か
な
い
よ
う
に
運
営

す
る
。

質
問…

こ
の
事
業
に
お
け

る
理
想
、
想
像
、
夢
に
つ

い
て
。

町
長�
来
年
６
月
に
認
定

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
南
ア
ル

プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
、

自
然
環
境
、
南
ア
ル
プ
ス

の
位
置
づ
け
を
も
っ
と
評

価
し
て
も
ら
い
、
こ
の
町

か
ら
出
た
皆
さ
ん
が
大
き

な
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
、

川
根
本
町
を
応
援
し
て
く

れ
る
と
い
う
位
置
づ
け
も

考
え
て
展
開
し
て
い
く
。

質
問…

現
状
置
か
れ
て
い

る
子
供
達
の
教
育
環
境
、

統
廃
合
も
含
め
今
後
の
学

校
の
在
り
方
に
つ
い
て
問

う
。

教
育
長 

教
育
に
対
す
る

考
え
方
の
概
略
は
ま
ず
は

学
校
教
育
で
す
が
、
昨
今

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
め

ぐ
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
各
校
が
分

析
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
教
育

現
場
に
委
ね
ま
す
。

　

学
力
の
向
上
の
根
底
に

あ
る
の
は
学
習
意
欲
を
向

上
さ
せ
る
教
育
方
法
を
取

り
入
れ
て
い
く
の
が
重
要

で
、
そ
の
一
つ
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
が
キ
ャ
リ
ア

教
育
で
す
。
児
童
生
徒
一

人
一
人
の
勤
労
観
、
職
業

観
を
育
て
る
教
育
で
す
。

既
に
当
町
の
学
校
教
育
で

も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
指
導
計
画
の

作
成
に
含
め
た
発
展
的
な

展
開
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

川
根
本
町
に
合
っ
た
教
育

シ
ス
テ
ム
を
教
育
関
係

者
・
保
護
者
の
皆
様
と
共

に
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、

次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
、

そ
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
、
町
立
小
中
学
校
の

あ
り
方
協
議
会
を
設
置
し

ま
し
た
。
少
子
化
の
進
展

に
よ
る
児
童
生
徒
の
減
少

が
も
た
ら
す
教
育
環
境
の

変
化
を
踏
ま
え
、
協
議
・

検
討
を
行
い
話
し
合
い
を

重
ね
、
そ
の
中
で
課
題
に

取
り
組
む
方
向
性
を
教
育

委
員
会
が
集
約
し
て
い
き

ま
す
。

薗田　靖邦 議員

町政懇談会では町民へ情報通信事業の説明も
行っている
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問

答

質
問…

心
が
ふ
れ
あ
う
感

動
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
①
自
然
災
害
に
備
え
た

防
災
対
策
（
特
に
要
援
護

者
対
策
）
に
つ
い
て
②
農

林
業
と
商
工
観
光
業
の
連

携
に
よ
る
地
域
活
性
化
、

６
次
産
業
化
に
つ
い
て
③

歴
史
的
資
産
や
豊
か
な
自

然
資
源
を
生
か
し
た
施
策

の
展
開
に
つ
い
て
④
誘
客

対
策
の
実
施
よ
る
地
域
内

交
流
の
促
進
や
人
づ
く
活

動
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

町
長�

①
「
川
根
本
町
災

害
時
要
援
護
者
支
援
計

画
」
を
策
定
し
、
関
係
機

関
と
の
連
携
の
下
、
推
進

を
図
っ
て
い
る
。
要
援
護

者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、「
あ
か
い
し
の
郷
」

等
と
災
害
時
等
の
避
難
施

設
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
協
定
書
を
締
結
し

て
い
る
。
②
意
欲
あ
る
小

規
模
事
業
者
へ
の
支
援
を

す
る
た
め
、
も
の
づ
く
り

事
業
費
補
助
金
制
度
を
創

設
し
、
6
次
産
業
化
を

図
っ
て
き
た
。
今
後
も
、

経
営
の
多
様
化
を
進
め
、

雇
用
確
保
や
所
得
の
向
上
、

地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

③
先
人
等
か
ら
受
け
継
が

れ
た
優
れ
た
有
形
・
無
形

の
文
化
財
、
大
札
山
の
赤

ヤ
シ
オ
、
白
ヤ
シ
オ
等
を

生
か
し
た
観
光
誘
客
を

図
っ
て
い
る
。
④
地
域
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
の
で

き
る
人
材
の
育
成
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
育
成
と
合
わ
せ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ガ
イ

ド
な
る
人
材
の
育
成
を
し

て
い
く
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
て
い
る
の
で
そ
れ

ら
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

質
問…

少
子
化
の
進
展
に

対
応
し
た
児
童
生
徒
の
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
①

こ
れ
ま
で
の
協
議
会
の
中

で
ど
の
よ
う
な
意
見
が
で

た
か
②
来
年
１
月
に
取
り

ま
と
め
ら
れ
る
協
議
会
の

意
見
は
ど
の
よ
う
な
形
で

生
か
さ
れ
て
い
く
の
か
③

平
成
26
年
度
以
降
も
引
き

続
き
小
中
学
校
教
育
の
あ

り
方
等
を
協
議
検
討
す
る

た
め
の
協
議
会
等
を
設
け

て
い
く
の
か
。

教
育
長 

①
意
見
形
成
過

程
途
上
の
も
の
で
あ
る
と

い
う
理
由
で
、
第
２
回
ま

で
の
意
見
内
容
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
で
お
答
え
を
す

る
こ
と
は
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
②
教
育
委
員
会

が
必
要
と
し
、
教
育
委
員

会
の
内
部
組
織
と
し
て
設

置
し
た
協
議
会
で
あ
る
の

で
、
教
育
委
員
会
と
し
て

の
学
校
教
育
の
方
向
性
や

施
策
に
反
映
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
③
次

年
度
以
降
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
必
要
か
を
町

長
と
も
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問…

子
育
て
し
や
す
い

環
境
等
の
整
備
・
充
実
に

つ
い
て
①
認
定
こ
ど
も
園

に
対
す
る
町
の
考
え
方
に

つ
い
て
②
保
育
園
の
再
編

（
地
名
保
育
園
の
再
開
等
）

を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

町
長�

①
必
要
性
は
検
討 

課
題
で
あ
る
。｢

子
ど
も
・

子
育
て
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト｣

を
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
に
よ
っ
て

は
、｢

認
定
こ
ど
も
園｣

へ

の
移
行
の
可
能
性
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
私
立
幼

稚
園
・
保
育
園
の
移
行
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
、
確

認
で
き
て
い
な
い
。
②
保

育
園
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
地
名
保
育
園

の
再
開
に
つ
い
て
は
、
今

後
保
育
所
運
営
委
員
会
等

の
意
見
を
伺
い
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

〇災害時における要援護者対策について
〇町立小中学校あり方協議会での意見は、
　どのような形で生かされるのか
〇町内保育所の再編、地名保育園の再開は

○災害時要援護者支援班を設置し、迅速に対応する
○教育委員会としての学校教育の方向性や施策に反映してい
きたい
○地名保育園の再開については、保育所運営委員会等の意見
を聞き検討していく

中澤　莊也 議員

休園中の地名保育園
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問

答

○情報基盤整備内容は委託業者任せで何も分
からない。再び住民不在で進めようとして
いるのでは？
○暴走国政の防波堤となって子育て支援・　
暮らし応援を

○前回は町民へ正確な情報が伝わらなかった。職員全員が正確
に説明できるよう研修した。全世帯に音声・動画の同報端末
を配置し、どこでも高速通信可能な最低限の整備を行う
○良い方向に進むようにしたい

質
問…

国
民
の
知
る
権
利

を
奪
う
特
定
秘
密
保
護
法

の
強
行
採
決
や
原
発
再
稼

働
方
針
、
年
金
削
減
、
消

費
税
増
税
な
ど
平
和
も
暮

ら
し
も
破
壊
す
る
安
倍
政

権
の
暴
走
が
続
い
て
い
る
。

今
こ
そ
住
民
の
防
波
堤
と

し
て
の
町
の
役
割
が
重
要
。

町
長
の
「
心
が
ふ
れ
あ
う

感
動
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
決
意
に
期

待
し
て
二
点
質
問
す
る
。

一
．
情
報
通
信
基
盤
再
整

備
の
調
査
委
託
料
４
千
４ 

９
４
万
円
が
12
月
議
会
で

可
決
し
た
。
内
容
も
示
さ

ず
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
本
気
で
交
渉

し
た
と
も
思
え
な
い
。
再

び
町
民
不
在
で
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
前
回
の
計
画
と
の
違

い
は
？
町
民
の
理
解
が
無

け
れ
ば
ハ
コ
モ
ノ
同
然
。

町
民
の
意
向
を
確
認
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
か
？

町
長…

今
回
は
国
・
県
補

助
を
受
け
る
た
め
の
最
低

限
の
情
報
基
盤
で
、
各
家

庭
と
町
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ぶ
た
め
の
事
業
者
の

公
募
と
、
そ
の
後
の
事
業

者
に
よ
る
設
計
・
調
査
の

委
託
金
額
。
前
回
白
紙
に

な
っ
た
要
因
は
、
財
政
負

担
へ
の
町
民
の
心
配
が
大

き
い
。
今
回
は
補
助
金
や

合
併
特
例
債
、
基
金
の
活

用
で
驚
く
ほ
ど
の
負
担
で

は
な
い
。
維
持
管
理
費
も

高
速
無
線
の
採
用
で
電
柱

使
用
料
が
減
額
で
き
る
。

前
回
は
特
殊
な
事
業
な
の

で
議
員
の
理
解
も
違
い
、

議
会
全
体
の
議
論
が
進
ま

ず
、
町
民
へ
の
説
明
も
不

足
し
た
。
今
回
は
職
員
が

町
民
に
説
明
で
き
る
よ
う

研
修
し
、
町
政
懇
談
会
も

24
回
開
き
、
進
捗
状
況
毎

に
議
会
や
町
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

課
長…

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

で
き
る
よ
う
考
え
た
い
。

質
問…

二
．
26
年
度
予
算

編
成
へ
の
要
望
。
①
消
費

税
増
税
に
よ
る
水
道
料
金

値
上
げ
回
避
を
。
②
③
町

民
負
担
は
限
界
の
国
保

税
・
介
護
保
険
料
値
上
げ

回
避
を
④
学
校
給
食
費
の

引
き
下
げ
を
⑤
就
学
援
助

の
拡
充
を
⑥
奨
学
金
の
拡

充
を
⑦
大
鐡
運
賃
の
補
助

を
⑧
地
区
や
住
民
か
ら
の

要
望
に
的
確
な
対
応
を
。

町
長…

①
水
道
料
金
へ
の

消
費
税
転
嫁
は
国
の
方
針

で
全
体
で
年
約
２
０
０
万

円
の
増
額
と
な
る
。
②
国

保
税
率
は
基
金
の
残
高
に

よ
っ
て
は
税
率
等
一
定
の

ル
ー
ル
を
持
っ
て
一
般
会

計
の
法
定
外
繰
入
も
考
え

て
い
く
。
③
介
護
保
険
料

は
３
年
毎
で
次
年
度
は
上

が
ら
な
い
が
、
次
の
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
で

は
給
付
の
伸
び
か
ら
保
険

料
増
額
は
や
む
を
得
な
い
。

法
定
外
の
一
般
財
源
充
当

は
考
え
て
い
な
い
。
介
護

予
防
に
力
を
入
れ
保
険
料

増
加
を
最
小
限
に
抑
え
た

い
。
⑦
大
鐡
運
賃
補
助
は

検
討
す
る
。
⑧
地
区
や
住

民
か
ら
の
要
望
は
こ
れ
ま

で
も
で
き
る
だ
け
対
応
し

て
き
た
。
追
加
の
要
望
も

随
時
受
け
付
け
対
応
し
て

い
る
。

教
育
長 

④
給
食
費
は
26

年
度
据
え
置
く
。
⑤
就
学

助
成
は
対
象
所
得
を
引
き

上
げ
て
拡
充
し
た
い
。
⑥

奨
学
金
は
１
万
円
を
２
万

円
に
増
や
し
有
為
な
人
材

の
育
成
・
支
援
に
努
め
る
。

鈴木 多津枝 議員

旧町を結ぶ唯一の交通機関・大井川鐵道

役場屋上の同報アンテナ
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「新 議 員 研 修 会」を行いました
　昨年１0月の町議会議員改選後、町政や議会運営の基礎を学ぶため、述べ３日間に渡り新議員研修会を
実施しました。
　１0月２9日・30日は、町内の主な施設や事業箇所などを視察しました。新議員対象の研修会でしたが、
現職議員も含めた１２人全議員が参加。視察先では関係職員より説明を受けた後、質疑応答も行うなど、
大変有意義な研修会となりました。

▲

釜
炒
り
茶
の
機
械
に
つ
い
て

職
員
か
ら
説
明
を
聞
く

（
町
農
林
業
セ
ン
タ
ー
・
地
名
）

▲

島
田
市
と
広
域
運
営
し
て
い

る
し
尿
処
理
施
設
（
ク
リ
ー

ン
ピ
ュ
ア
川
根
・
三
津
間
）

▲

町
道
瀬
沢
境
川
線
の
崩
土
現

場
（
久
野
脇
）

▲

金
谷
消
防
署
北
分
遣
所
を
視

察
（
元
藤
川
）

▲

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル

（
小
長
井
）

▲

奥
大
井
接
岨
湖
カ
ヌ
ー
競
技

場
（
接
岨
）

▲

茶
茗
舘
で
担
当
課
長
か
ら
現

状
を
聞
く
（
水
川
）

▲

青
部
バ
イ
パ
ス
の
工
事
現
場

（
青
部
）

▲

体
験
型
観
光
施
設
「
音
戯
の

郷
」（
千
頭
）

▲

指
定
管
理
者
「
時
之
栖
」
が

運
営
す
る
「
も
り
の
く
に
」

（
八
木
）
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編
集
後
記

編
集
委
員

 

（
第
１
常
任
委
員
会
）

委 

員 

長　

鈴
木
多
津
枝

副
委
員
長　

太
田　

侑
孝

委　
　

員　

小
籔
侃
一
郎

　

 

〃 　
　

森　
　

照
信

　

 

〃 　
　

山
本　

信
之

　

 

〃 　
　

薗
田　

靖
邦

　

議
員
改
選
後
初
め
て
の

12
月
定
例
会
で
新
議
員
、

元
議
員
、
現
議
員
共
々
新

た
な
態
勢
で
、
選
挙
の
緊

張
も
と
れ
ぬ
様
子
で
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

　

一
般
質
問
は
行
政
側
の

新
三
役
を
迎
え
て
の
初
議

会
と
あ
っ
て
傍
聴
者
も
多

く
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
情
報
基
盤
整
備
事
業
は
、

前
回
と
は
異
な
り
調
査
・

設
計
を
先
行
す
る
た
め
の

予
算
が
承
認
さ
れ
、
今
後

全
24
地
区
で
の
町
政
懇
談

◆３月定例会の日程◆

○会場：川根本町役場本庁３階（現地調査を除く）
○日程は変更することもありますので、詳しくは議会
事務局(☎56-2229)までお問い合わせください

2/25日 火 議会運営委員会
27日 木 全員協議会
3/4日 火 ３月定例会・本会議（9:00～議場）
 6日 木 予算特別委員会（9:00～大会議室）
 7日 金 　　　〃　　　（　　　〃　　　）
10日 月 　　　〃　　　（　　　〃　　　）
11日 火 　　　〃　　　（　　　〃　　　）
12日 水 　　　〃　　　（　　　〃　　　）

13日 木 　　　〃　　　（町内現地調査、
　　　　　　　　特別委員会採決）

18日 火 ３月定例会・本会議（9:00～議場）

会
で
説
明
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

同
時
に
議
会
と
し
て
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
問
わ
れ
始

め
ま
す
。
ま
ず
は
議
員
自
身

が
情
報
基
盤
整
備
に
強
く
な

ら
な
く
て
は
！

�

（
Ｙ
・
Ｏ
）

本会議や委員会は、原則どなたでも傍聴できます
お誘い合わせの上、ぜひ議場へお出掛けください

　折角いただいた30分を使い切らず
に終わるのは勿体ない。

　もっと議員の皆さんには、行政が何を考え、どこへ向
かおうとしているのかを引き出していってほしい。
　そのための定例会だと感じるし、一般質問だと思います。
（12月定例会・本会議傍聴者　11日：３名　18日：23名）

傍聴席
から…

議 会 日 誌

12月
５日　全員協議会
７日　寸又峡和紙のあかり展・表彰式
11日～18日　平成25年第４回定例会(12月議会）
12日　第１常任委員会、情報通信基盤整備計画説明会

和紙のあかり展・金賞受賞作品

11月
３日　川根本町産業文化祭
８日　町議会広報研修会
９日　奥大井ふるさと祭り
14日　情報通信基盤整備計画説明会
18日　志太榛原5市2町議会議長連絡協議会・
　　　議会議員研修会
27日　平成25年第２回臨時会（11月臨時会）

５市２町議会議員研修会
（御前崎グランドホテル）

奥大井ふるさと祭り（｢音戯の郷｣前特設会場）
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